
日本メジ フイジック ス  テクネチウム（99mTc）注射液  放射性医薬品基準人血清アルブミン五 酢酸  
人血清アル  
ブミンジエチ  
レントリアミ  
ン五酢酸テ  
クネチウム  
（99mTc）  

生物学的製  
剤基準人血  
清アルブミン   

ヲり芽ジ富自声高識藍藩学萬聴蕗だ蘭手首言芯古語王び  
invivoでのエビデンスの総論である。今までの研究から  
PrPcが中枢神経系の多数の非プリオン疾患において疾  

病修正因子として重要な役割を果たすことが示唆されて  
いる。また、神経発達および神経保護や免疫調整におけ  
る役割に関する研究が集積しつつある。これらの研究は  
PrPcの生物学的役割の理解に貢献し、新しい薬理学的  
介入の発展をもたらすかもしれない。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

日本ピー  
オーストラリ  

ア、ニュー ジtランド  
Acta Neurol Scand 

2007：116ニ75－82  乾燥BCG膜胱内用（日本株）  

TSEの病因におけるspiroplasmaの役割について調べた。  
Spiroplasmam血mをシカに頭蓋内接種したところ、1．5－  
5．5ケ月後にTSEの臨床症状を発現し、用量依存的に海綿  
状脳症を呈した。反翁動物への頭蓋内接種後のTSE感染  
脳から鶏卵胚培養でspiroplasmaが分離された。これらの  
spiroplasmaをヒツジとヤギに頸蓋内接種したところ自然  
発生TSEに酷似の海綿状脳症が誘発されることが確認さ  
れた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
2007：56：1235－  JMed Microbio1  1242  

米国、カナ  

ダ、フラン  
ス、ドイツ、  
ベルギー、  
オランダ及  
びオーストリ  
ア  
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ウイルス感染  血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  JMedViro12008：  

80：3（55－371  ∨血s（¶Ⅳ）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  

10％（118名中12名）がm陰性であった。フェリテン、AST  
およぴALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV単  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継餞的な  
TTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

ウイルス感染  
SimjanFoamyVims（SFV）感染した男性7名を長期間追  
跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（P8MC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝異にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

AIDS Res Hum  

Retrovimses2007；  

23：1330－1337  

ウエストナイル  

ウイルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  

潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検  
休中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を明べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血葬プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血策製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証さ  
れることが明らかとなった。  

JMedViro12008：  
80：557－563  

…  
弓了じプア  
イ、ニュー  
ジーランド  
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2004年8－10月に中国Ningboでデン  デング熱  AmJTrop Med  
Hyg2007；76：  
1182－1柑8   

が起こり、報告された83例中68例が確定された。2例から  
デンダウイルスセロタイプー1が分離された。アウトブレイク  

はタイから戻った旅行者に関係しており、遺伝系統学的  
分析によりNingbo分樅株はタイ由来株に密接に相関して  
いた。無症候性住民における特異的IgGの保有率が流行  
地域では対照地域に比べ有意に高かった。高密度のヒト  
スジシマカの発生がウイルスの急速な拡散の原因であっ  
た。  

2006年5月にインドネシアのスマトラ島の女性が家禽から  
H5Nlトリインフルエンザウイルスに感染し、さらに親戚に  
感染させた。感染した8名の家族のうち7名がまもなく死亡  
した。米国ワシントン大学の新たな研究により、トリインフ  
ルエンザのヒトからヒトへ伝播が初めて確定された。  

蔦才シラル王ジ  
ザ  

ProMED－  

mai120070903．2894  

タイ保健省によれば、2007年1月1日～9月8日におけるデ  
ング熱感染症例は41975例であり、うち47例が死亡した。  
インドネシアでは16万例を超えており、ビルマ（ミャン  

マー）では計11577例、カンボジアでは25000例（15才未満  
の小児300例が死亡）が感染した。マレーシアでは感染が  
5肌急増し、2007年6月に56例が死亡、7月は毎週1000例  
以上の患者が入院した。ベトナムでは2006年より4肌増加  
し、33000例が感染し、32例が死亡した。  

デング熱  ProMED－  

mai】20070924．3165  

王冠古享子す再三6道草盲扁モラマ葡萄編漸析＝砺ズ  
ネットワークで収集された結核症例は5841例  
（164／100000）で、うち新規症例は2310例（65／100000）で  
あった。これは2003年の受動的サーベイランスに比べ総  
症例数で19†i、新規症例数で13％増加した。タイにおける  

WHOの新しい戦略は私的施設における症例発見を増加  
させ、結核患者に対するHⅣサービスおよび多剤耐性結  
核の診断を改善した。  

N5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過可  

能であり、胎児に感染することが北京大学の研究者らに  
より報告された。またウイルスが肺だけでなく、胃腸管、  
脳、肝臓および血液細胞へ拡がるとのエビデンスが示さ  
れた。   

結核  BullWorld Hea旺h  

Organ2007：85：  

586－592  

蔦フジプア［王ジ ザ  ProMED－  

mai120070928．3212  
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フィリピン政府は9月の第2週にデング熱症例が4000症例  
以上を記録したため国中にデング熱書報を出したと、  
2007年10月3日に保健局が発表した。2007年1月以来  
24689例が記録され、内283例が死亡した。  

ProMED－  

maiほ0071008．3312  

芋ジグ桑訂…‖‾  
菖海面詣這こ帯富高了読面ラ首i碩1盲白モ芋ジグ葡醍‾  

症例が500例を突破し、過去最悪の511例となったと報告  
した。市の北部および東部で家族での集団感染があった  
ため、公衆に防御を呼びかけている。  

ProMED－  

maiほ0071017．3396  

マラリア  タイにおける約10年ぶりのマラリアの再興は公衆衛生上  

の大きな脅威であることが最近の調査で明らかとなった。  
タイ健康増進基金による最新情報によるとマラリアとコレ  

ProMED－  

maiは0071026．3487  

ラは南部および北東軌こおける重大な問題になりつつあ  
る。マラリアの発生は特に最南端の国境に接する州で重  
大で、今年（2007年）になってから今までに3000人以上が  
感染した。  

デング熱  ベトナム保健省は洪水多発地域で新たなデング熱アウト  ProMED－  

maiほ0071030．3516  ブレイクの危険性が高いため、州や市ヘデング熱防御お  
よび抑制のための厳格な手段をとるよう命令した。同国で  
は今年（2007年）、デング熱症例が8∞00例近く発生して  
おり、うち68例が死亡した。パキスタンKarachiではデング  
熱症例は2007年8月以降上昇し、1527例となったと地方  
保健局が2007年10月23日に発表した。別の地域で新た  
に48例が報告された。  

結核  2000－2005年にインドNewDe抽iで治療を受けたHⅣ垂直  CurrHⅣRes2007；  

5：499－504  感染小児213名をスクリーニングし、培養で結核と確定し  
た24名について調べた。結核と診断された年齢（中央値）  
は16ケ月で、半分以上の小児が免疫不全であった。21名  
（87％）が肺結核で、肺以外の結核が10名（41％）で確定され  
た。6ケ月間の抗結核英治療後の回復率は64％であった。  
3名が薬物抵抗性で、5名が死亡した。  

‾●●…  

盲蓑磁貰  2007年11月30日インド保健省は、今年∪飴rPradeshで約  ProMED－  

mai120071201．3877  500名が日本脳炎で死亡したと発表した。2∞7年11月23  
日までに、州当局は2450例の急性脳炎症候群およぴ499  
例の死亡を報告した。   
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Br8nChの研究者ら  米Ga】vestonのUniv．Texa＄Medica】  テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai120071209．3973   が、インド洋のLaReunion島における原因不明の疾患の  
原因を発見したことを発表した。研究者らは、266000例が  
感染し、少なくとも260例が死亡した流行疾患は、テクング  
ニヤウイルスの単一の突然変異によるものであり、このウ  
イルスは、以前はウイルスを保有していることが知られて  
いなかったAedesdbopicutsにより伝播されることを証明  

した。  

■■■■■■●■一■■－－－■－－－■■■●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－■■■t■■－－一－ インドネシアCentralJava保健サービスは、2007年1月か  

名が死亡したと発表した。2007年1－11月の同市での発生  
率は4β5／10000人で、2006年の3．37／10000人より高かっ  ら12月までにデング熱に住民11636名が感染し、うち21一   た。  

デング熱  ProMED－  
mailZOO71227．414丁  

中国では1985年HⅣ最初感染例報告以来、2005年末報  

告数は14万人に上った。感染者数は65万人と推定され  
る。現在、34省級区域全て感染者が存在し、性的経掛こ  
よる新規感染者は49．8％、エイズ死亡率は63．4％である。湖  
北省HⅣ感染者報告数は約3500人、54％は血液感染によ  
る。HⅣは全てB■サブタイプであった。HⅣ／HCV共感染率  
は75％で、HCVは78．6％が2a、21．4％が1bであった。  

日本エイズ学会誌  
2007；9：541  

川∨感染、C型  

肝炎  

マレーシア住民におけるPlasmodiumknowlesiマラリアの  

分布を調査し、P．knowlesi疑い死亡例4例について調べ  
た。その結果、P．knowlesiによるヒト感染はマレーシアボ  
ルネオからマレーシア半島まで広く分布することが明らか  
となった。4例の死亡例からはP．knowlesiDNAだけが検  
出された。P．knowlesiは、より軽症の四日熟マラリアと娯  
診断されることが多いので注意を要する。  

マラリア  Glln Infect Dis 
2008：46：165－171  

インドネシアBanda血mpungでは2007年12月に数千人が  

テクングニヤに感染した。最悪感染地域のWaydadi地区で  
は3自治会で500名近くの住民が感染した。感染は2007年  
‖月に始まり、BandaHampungの多くの地区に広がった。  

亨ラジグ三軍弓  
イルス感染  

ProMED－  

mai120080104．0051  

2007年12月27日、WHOはパキスタンの家族における  
H5Nlトリインフルエンザのヒトヒト感染を確定したが、感  
染が拡大する危険性はないと発表した。Peshawarで、感  
染したニワトリの処分に関わった獣医師とその兄弟3名が  

肺炎を発症し、処分に関わっていなかったその内の1名が  
2007年11月23日に死亡し、WHOによりヒトヒト感染と確  
定された。他は全員回復した。   

鳥インフルエン ザ  ProMED－  
mai120080104．0038  
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カンボジアでは2007年にデン  熟により407名  デング熱  ProMED－  
mai120080120．0255  最近10年間で最高の死亡者数となったと保健省は2008  

年1月4日に発表した。死亡例の大部分は小児であった。  
デング熱は同国における慢性的な問題であるが、200丁年  
は雨季の到来が例年より早かったことも原因であるとして  
いる。  

亨才苛ま面6毒草一三海ちモ前古考誉壱†ヨ義和ヲ紺  

亡し、累鎌患者数は1ケ月で2824名となった。患者の70％  
は中部地方の住民である。2007年の同時期の患者数は  
1702名で、死亡例はない。2007年のデング熱患者数は約  
6∞00名で、死亡数は29名である。  

デング熱  ProMED－  
mai120080218．0662  

中国保健省は2007年12月10日、2007年11月にGansu省  
が2例日のベスト症例を報告したと発表した。患者は死亡  
した。Gansu省では2007年9月に中国で初めてのペスト症  
例が報告された。  

ProMED－  

mai12007121乙3998  

泌尿器外科医がブタを用いて手術の練習をした後、急性  
肝炎を発症した。患者の血液よりHEVRNAが検出され、  
HEV感染と診断された。患者のHEVの遺伝子型は3cであ  
り、ブタにしか見られない遺伝子型であった。ブタの血液  
から感染したものと思われる。  

スペインの屠殺場の作業員でE型肝炎感染が確認され  

E型肝炎  米国、カナ ダ、中国  ヘパリンナト リウム  
ヘパリンナトリウム  

しancetZOO7；370： 935  

E型肝炎  
Hyg2007：77：893－  AmJTrop Med  896  た。同定されたHEVはジェノタイプ3、サブタイプ3fに属して  

いた。患者の血清から分離されたウイルスの部分的配列  
解析によって、ヨーロッパのヒト株およぴブタ株とのヌクレ  
オチド相同性がそれぞれ83．4％一97．3†iの範菌であることが  

明らかとなった。これらの所見は、ブタの感染器官の取り  
扱いを介して職業病としてHEVに感染したことを強く示唆  
する。  

ラオス北部のUdomxay地区病院における2005年6月から  

2006年5月の旋毛虫疑い症例138名について調査した。そ  
の結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、  
生または発酵ブタ肉料理を食べていたことが明らかとなっ  
た。EuSA分析の結果、これらの症例のTパchineJJa陽性卒  
は67．6％（138名中90名）であった。同地区の屠殺囁のブタ  
肉1検体から丁血hinellaが検出され、T．spiralisと同定され  
た。   

旋毛虫症  
Hyg2008；78：4ひ－  AmJTropMed  44  
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E型肝炎  GastroenteroIC［in  

Bio12007：31：  

1095－1097  

肝炎を発症し、血清中に抗HEVIgMおよぴHEVRNAが検  
出され、E型肝炎と診断された。2人とも黄癌儀症4週間前  
に生の乾燥ブタ肉を食べていた。この内から検出された  
HEV遺伝子は、患者血清から分離したものと高い相同性  
を示したことから、このブタ肉が感染源と特定された。火  
を通していないブタ肉の摂取がHEV感染源となる可能性  
が示唆された。  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、Indian8の豚肉加  
工場従業員2名も同様の症状を発症した。この疾患は進  
行性炎症性神経障害と名づけられた。ケースコントロー  
ル試験の結果、ブタの脳を高圧空気を用いて採取するエ  
程と発症との関連性が強く示唆された。原因として、ブタ  
の脳組織が自己免疫性末梢ニューロパテーを引き起こし  
たとの仮説があるが、詳細を調査中である。  

神経系障害  ProMED－  
maiI20080201．0405  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
ん／Canad8／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単級された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頂のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザ  EmergInfectDis  
2007：13：1865－  

1870  

…‾  
主ネジち蘭詣高i云芽＝文事ジおヲ亨延垣葡弥蒔  
PorkProGeSSOrS社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月間にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頚部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。   

ヘパリンナトリウム  ヘパリンナト  

リウム  
Minnesota  
Departmentof  
Health／News  
Release2007年12  

月3日  
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2007年10月29日、米国Minnesota南東部の  神経系障害  CDC／MMWR2008；  
57（EartyRelease）：  

1－3  
の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが執空中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

2つのブタ処理施設の従業員に神経学的症状が報告され  

たのを受け、米国CDCは全ての神経科医に対して、同様  
の症例の報告を求める緊急速報を送付した。CDCが1月  
17日にアメリカ神経学会に送付した速掛ま、2006年11月  
から2007年11月にMinnesotaブタ処理施設の従業員12名  

が炎症性神経障害を発症した件について報告している。  
2008年1月中旬にはIndianaのブタ処理施設で同様の症例  

が報告された。  

Medscape／MediGal  
News2008年1月28  

日  

疏㌫㌫忘苫こ議㌫万ヲ季碗海曹鹿妻貫専有哀詩i貰‾‾  

奇妙な病気は理解間近であり、CDCの調査官はこの疾病  
を進行性炎症性神経摩書と名づけた。ミネソタ当局は  
Qua“吋Po血Pro¢eSSOrSInGのAusthエ囁の何千人もの  

［nterna厄onalHeraJd  

Tribune／Americas  
2008年2月1日  

前従業員を調査中である。調査官は、空中に噴霧したブ  
タの脳組織を吸い込んだことにより病気となったかを明ら  
かにしようとしている。  

マフラプ仁王うず  USDA／News＆  
Events2007年12月  

19日  

研究者らは、1957年のパンチミック時にヒトに感染したH2  
インフルエンザウイルス群に属するブタインフルエンザの  
新しい株H2N3を同定した。この株は分子にねじれがあ  
り、トリインフルエンザととブタインフルエンザ辻伝子の両  
方のから成る。この発見は、ブタがトリ・ブタ・ヒトによって  
運ばれるインフル工ンザウイルスの”mixingvessel”として  
の役割を担う可能性があるとの更なる証拠を提供してい  
る。   
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米国の2つの農場の発病したブタから遺伝学的に相同性  
であるトリ／ブタウイルスの再集合株のH2N3インフルエン  
ザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験  
的に感染させたブタおよぴマウスで前適合なしで発病さ  
せることができた。また、ブタおよぴフェレットで感染性が  
あり、高伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主へ  
の適合性を持つため、その拡大に注意すべきである。  

鳥インフルエン  
ザ  

Proc N8月Acad Sci  

USA Published  

on】ine2007年12月  

18日  

‾‾‾－  

三拝ララ間諜薩高ほ芽＝文事ジおヲ亨妬垣葡敷瓦訪蒜  

PorkProcessors社の従業員における11名の神経疾患に  
ついて調査中である。最初の症例は2006年12月に発症  
し、その後数ヶ月聞にわたり、2007年7月まで発症した。  

先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚  
異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思われる。死亡例は  
ない。11症例はブタ頭部や臓器の処理場で働いていた。  
原因は特定されていない。  

ダルテパリ  

ンナトリウム  
Minnesota  
Depa止mentof  

Heal廿l／News  

Release2007年12  

月3日  

亘扇ラ有子す再話白∵貰直前蒜㌫忘両面おブタ妬重商許‾  

の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

CDC／MMWR2008；  

57（EartyRelease）：  

1－3  

常宿系博曹‾‾‾  

補語素懐曹‾‾‾  
亘ちゐヲタ藤垣施簸石葱家計三再議学的雇済が東宮ぎ打  

たのを受け、米国CDCは全ての神経科医に対して、同様  
の症例の報告を求める緊急速報を送付した。CDCが1月  
17日にアメリカ神経学会に送付した速報は、2006年11月  
から2007年11月にMinnesotaブタ処理施設の従業員12名  
が炎症性神経障害を発症した件について報告している。  
2008年1月中旬にはIndianaのブタ処理施設で同様の症例  
が報告された。   

News2008年1月28  

Medscape／Medical  日  

75／260ページ  



神経系障書  タ処理施設従業鼻で報告された  MinnesobとIndianaの   IntematjonalHera［d  
Tribune／Ameパcas  

2008年2月1日  
奇妙な病気は理解間近であり、CDCの調査官はこの疾病  
を進行性炎症性神経障害と名づけた。ミネソタ当局は  
QualityPorkProcessorslncのAustinエ堵の何千人もの  
前従業員を調査中である。調査官は、空中に噴霧したブ  
タの脳組織を吸い込んだことにより病気となったかを明ら  
かにしようとしている。  

神経系障害  
東面両誌芯逝音義薫育ほ甫㌫；芯菖㌫苗；蒜ゐヲダ好■  

理施設従業員を襲ったのと同じ神経学的症状であった。  
同州では初めての症例である。、Nebraskaの精肉業者もブ  
タの脳を高圧空気を用いて採取するエ程のプラントで働  
いていたとNebraska保健局は報告した。本症例で合計14  
名の従業員が同疾患患者となった。  

StarTribune2008  
年3月6日  

インフルエンザ  USDA／News＆  
Events2007年12月  

19日  

研究者らは、1957年のパンデミック時にヒトた感染亡た再  
インフルエンザウイルス群に属するブタインフルエンザの  
新しい株H2N3を同定した。この株は分子にねじれがあ  
り、トリインフルエンザととブタインフルエンザ遺伝子の両  
方のから成る。この発見は、ブタがトリ・ブタ・ヒトによって  
運ばれるインフルエンザウイルスの”mixingvessel”として  

の役割を担う可能性があるとの更なる証拠を提供し七い  
る。  

盲才ジヲ7茄 ザ  東面石亘ちゐ雇常あ廃嵩C研臓悪筆師≡譜面啓一  
USA Published 

online2007年12月  

Proc NatJAcad Sci   18日  

であるトリ／ブタウイルスの再集合株のH2N3インフルエン  

ザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験  
的に感染させたブタおよぴマウスで前適合なしで発病さ  
せることができた。また、ブタおよびフェレットで感染性が  
あり、高伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主へ  
の適合性を持つため、その拡大に注意すべきである。   
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NewMexiGO大学で研究に使用されていた実験用  
ワウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

ワクシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

Seachange Bulletjn  
2007年12月2日  がどのようにして野生株の炭直に曝零したかを疫学者と  

科学者のチームが調査中である。大学によると、ウサギ  
から検出された炭痘はNewMexicoの土壌中に自然に発  
生するもので、公衆衛生上の脅威ではないとのことであ  
る。検出された炭痘は動物からヒトに感染しうるため、ウ  
サギの剖検を行った従業員2名および研究所の職員約20  
名に予防のため抗生物質が投与された。  

炭症陽性の実験用ウサギが飼育されていたNewMexico  
大学の部屋では庚痕は検出されなかったと、州保健局は  
今朝、報告した。ウサギに接触した従業員2名に抗生物質  
が投与された。研究所の職員約20名にも予防のため投与  
する予定である。  

炭症  ABO Tribune2007  
年11月19日  

スペイン北部のCas馴ayLeon地方で2007年6月末に野  
兎病のアウトブレイクあった辛が疫学的に確認された。10  
月22日には362症例が野兎病と確定された。患者は全  
員、抗生物質投与により回復した。患者のうち、23，5％力†  

げっ歯類との接触があった事、16．6％が節足動物に刺され  
た事、17．4％がイヌまたはネコのような動物に岐まれたこ  

と、17．1痛†ザリガニを取り扱った事、4．4％力†野兎と接触／  

皮剥ぎがあったことなどが判明した。  

野兎病  Eurosun／eill訓1Ce  

2007：12（45）：  

Article 1 

造営者庖帯毒ヲ草＝蘭言辞酌空家恵三ブ亡者ゐ哀膏ブ  
リオンとともにインキュベー卜するinvitroアツセイを用い  

て、プリオンの転換について調べた。標準の条件下（pH  
7．4）ではPrPCからPrPScへの転換は同種（トナカイ、ムー  
スなど）でのみ効率的であったが、、酸性条件下（pH3．5）  

では異種（ヒト、ウシ、ハムスターおよびマウス）において  

も転換が著しく促進された。基質の部分変性によって構  
造上の変化が起こり、遠隔種   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

バイエル  
ウシ乳加水 分解物  Biochem Biophys  

ResCommun2007；  
364：796－800  

キセタン（遺伝子租換え）注射液調整用  
インジウム（111Ⅰ）イブリツモマブ チウキ  

セタン（遺伝子組換え）注射液調整用   
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